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平成 19 年３月期決算速報値（連結・個別）の修正に関するお知らせ 
 

 平成19年５月７日付けで発表いたしました「平成19年３月期決算速報値（連結・個別）に関する

お知らせ」における決算速報値（連結・個別）について、下記のとおり修正いたします。 

 

記 

１．決算速報値の修正 

①平成19年３月期決算速報値（連結） 

（金額の単位：百万円） 

 

平成 19 年３月期

決算速報値の修正

（Ａ） 

（平成 19 年５月７日発表）

平成 19 年３月期 

決算速報値 

（Ｂ） 

(Ａ)/(Ｂ) 

（％） 

営業収益 14,268 14,268 100.0% 

経常利益 753 756 99.6% 

当期純利益又は純損失（△） △253 48 － 

 

②平成19年３月期決算速報値（個別） 

（金額の単位：百万円） 

 

平成 19 年３月期

決算速報値の修正

（Ａ） 

（平成 19 年５月７日発表）

平成 19 年３月期 

決算速報値 

（Ｂ） 

(Ａ)/(Ｂ) 

（％） 

営業収益 5,308 5,308 100.0% 

経常利益 489 492 99.5% 

当期純損失 △520 △218 － 

 
２．修正の主な理由 

受取配当金の処理において、会計上と税務上とで相違が生じたため。 

（概要） 

平成 19 年３月期末に受け取った配当金に関し、配当金通知書の当社への発送に遅れが生じたた

め、前回決算速報値の発表段階では税務処理と会計処理との相違の認識ができておりませんでし

た。 

本件配当金の処理については、会計上では全額が株式取得原価の戻し入れとなり収益とは認識

されませんが、税務上では按分計算によりみなし配当金処理と譲渡益課税処理に区分されます。

今回、この譲渡益課税処理を考慮し法人税の額を算出し直したところ、当初の見込み額に比べ法

人税額が増加することとなったため、決算速報値を上記の通り修正することとなりました。 

なお、個別決算につきましても、同様の理由により修正いたしております。 

 
(注) 上記お知らせの内容は、あくまで決算集計中の概算・速報値ベースのものであり、後日、変更する

可能性がありますので、お含み置きください。 

以  上 


